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国際テロリストのリクルート活動と過激化に関する一考察
　

日本大学危機管理学部　教授　安部川　元伸

　

Ⅰ　はじめに

Ⅱ　テロリストのリクルート活動の歴史と先行研究の例
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Ⅳ　結論

Ⅰ　はじめに

　2017 年 10 月 18 日、過激派組織「イスラム国」（ISIL）が首都と定めていたシリアにお

ける同組織の最大の拠点であったラッカが陥落した。ISIL にとっては、同年 6 月のイラク・

モスルに続き、2012 年以来 6 年にわたって支配を続けてきた組織の根幹であった要衝の地

を失うことになった。ISIL は、ここ数年の間に、かつては自ら忠誠を誓っていた親組織の

アルカイダを凌ぐ組織にのし上がり、瞬く間にシリア、イラクで占領地を拡大し、組織力

も盤石といわれるまでになっていた。両都市が奪還されて、ISIL にもこれでいよいよ崩壊

の時が訪れたかに見えた。

国  名 シリア⼊りした外国⼈戦⼠数 帰還者数
フランス 1910 271
ドイツ 915 300
英 国 850 425
ベルギー 478 102

スウェーデン 300 106
オーストリア 296 90
オランダ 280 50
スペイン 204 30
デンマーク 145 67
イタリア 110 13
ノルウェー 90 30
フィンランド 80 43

図表１ 欧州からシリア⼊り・帰還した国別外国⼈戦⼠数
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図表１　欧州からシリア入り・帰還した国別外国人戦士

002 安部川氏.indd   10 2018/09/12   15:35:49



11

国際テロリストのリクルート活動と過激化に関する一考察

　しかし、ISIL は、シリアやイラクでは敗勢に甘んじてはいるものの、同組織の最大の特

徴として挙げられることは、ソーシャルメディア（SNS）を駆使した要員のリクルート能

力の高さである。国連は、2015 年当時で ISIL の外国人戦士（foreign fighters）の概数を

発表し、シリアとイラクの「イスラム国」（ISIL）に参加した外国人の数を「世界の 100
か国以上から 2 万 5,000 人」と試算 1 した。この数字を見ても、ISIL のリクルート技術が

非常に効果的で優れていることを物語っている (< 図表 1> を参照）。リクルート活動でメ

ンバーを一定以上の規模に保つことは、組織の戦闘能力を維持するために不可欠であると

同時に、犯罪歴がない一般人を勧誘すれば、警察・治安機関にマークされることなく、テ

ロ計画が事前に発覚し、摘発される可能性もほとんどない。それだけに、ISIL をはじめと

する国際テロ組織が、標的へのテロを確実に成功させるために自分たちのリクルート技術

をフルに活用しようとすることは明らかであろう。

　本論では、欧州を中心に、これまでテロリストがどのような手法で若者たちを過激化し、

リクルートしてきたかを究明し、さらに、このようなテロリストの策謀を阻止すべく対抗

策を模索し、今後のテロ対策に一石を投じることを目的とする。

Ⅱ　テロリストのリクルート活動の歴史と先行研究の例

1　アルカイダの宣伝活動とそのツールの変遷

　旧ソ連軍が 1979 年 12 月にアフガニスタンに侵攻した際、アフガニスタンの共産化を阻

止しようと世界中から駆け付けたムジャヒディン（イスラム義勇兵）を支援するため、サ

ウジアラビア人のオサマ・ビン・ラディン (Usama bin Laden)、ビン・ラディンが信奉し

ていたパレスチナ人のイスラム教唱道者アブドラ・アッザム（Abdullah Azzam）2 らが

1988 年に立ち上げたのがアルカイダ（アラビア語で「基地」を意味する）である。アフガ

ン紛争中は、米国や西側諸国から武器・資金・物資等の支援を受けていた 3 が、その後ア

ルカイダの指導者に就任したビン・ラディンは、1990 年 8 月にイラクのサダム・フセイン

(Saddam Hussein) がクウェートに侵攻し、サウジアラビア政府が同盟国の米国に自国内

での進駐を認めたために、激しい怒りを表明し、それ以降、執拗に米国をつけ狙うように

なった。4 ビン・ラディンが激怒した理由は、メッカ、メディナというイスラム最大の聖

地を擁するサウジアラビアに、こともあろうに異教徒の国の軍隊を駐留させたということ

であった。怒りの矛先は、米国だけでなく、サウジ王家にも向けられた。5

　アルカイダは、武器や資金などの物的支援のほかに、熟練したイスラム戦士をリクルー

トしてアフガニスタンの戦線に送り込むという重要な任務を負っていた。初期におけるア

ルカイダによる要員のリクルートは、配下にある近隣のイスラム社会の過激派グループ、

例えばエジプトの「ジハード団」（Al-Jihad 又は Islamic Jihad）6、アルジェリアの「武

装イスラム集団」（GIA）7 などから数千人の義勇兵を集め、アフガニスタンやパキスタン

の辺境州にあるテロリスト・キャンプで軍事訓練を積ませた。アフガン戦争が終結し、義
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勇兵たちは続々と帰国し始めたが、母国から受け入れられない過激派は南西アジア諸国に

残り、彼らが主体となって 1998 年の「ケニア・タンザニア米国大使館爆破テロ」、2000
年のイエメン・アデン港での「米駆逐艦コール号爆破事件」、そして、2001 年の 9.11 米国

同時多発テロなどの大規模テロを実行した。8

　アルカイダが、上記のように、イスラム戦士ではない一般人をリクルートし、テロ要員

に仕立て上げるようになったのは､9.11テロ以降のことであった。9.11テロの3か月後、ジャ

マイカ系英国人の青年が、靴に仕掛けた爆弾で飛行中の米航空機を爆発させようとした事

件が発生した。これは、いわゆる靴爆弾男（リチャード・リード：Richard Reid）による

テロ未遂事件 9 であり、これ以外にも、2005 年に英国ロンドンで発生した地下鉄・バス同

時爆破事件は、全く警戒されていないごく一般の青年たちの犯行であった。当時アルカイ

ダは、犯罪歴のない若者を中心にリクルートし、過激化してテロを行わせるという戦術を

とっていた。10

　ここまでのリクルートの方法は、モスク、居住地のコミュニティ、学校、スポーツクラ

ブなどで社会に不満を持つ若者に狙いを定め、リクルーターが過激思想を喧伝するイマー

ム（宗教説教師）の説教を聞かせ、あるいはマンツーマンで組織に誘いをかけるという、

いわばアナログ方式の古典的な勧誘を行っていた。これには、リクルート活動の秘匿性を

保つ意味があり、警察や治安機関にマークされない要員を確保するという思惑があった。11

テロ計画が事前に発覚して実行者が警察や治安機関に逮捕されてしまえば、それまでの作

戦行動が全て無駄になるため、これは是が非でも避けなければならない。12

　テロリストが新しいテクノロジーであるインターネットを使うようになったのは、1990
年代終盤になってからであり、その用途は主にテロ資金の調達と宣伝が目的であった。13

テロリストがインターネットに興味を持ち始めたのは、インターネットを使えば、身分を

秘匿して世界中と自由に通信することが可能であり、しかもコスト・パーフォーマンスに

優れている点に目を付けたためと考えられる。インターネットは、1999年頃までにはジハー

ディストの宣伝活動には欠くことのできないツールになっていた。14 アルカイダは、9.11
テロの後は、西側の若者をリクルートして取り込む作戦に切り替え、それまでアラビア語

一辺倒であった宣伝媒体を英語ほかの多言語に翻訳し、米国や欧州からもメンバーを徴募

しようと試みた。米国人でユダヤ系家族出身のアダム・ガダーン（Adam Gadahn）15 や、

イエメンと米国の二重国籍を有していたアンワル・アル・アウラキ（Anwar al-Awlaqi）16

などは、ネイティブとしてアルカイダの英語の出版物及び英語ウェブサイトなどの作成で

大いに組織に貢献した。彼らの活躍もあって、西側に過激思想を持つ多くのホームグロウ

ン・テロリスト（ジハーディスト）が誕生したといっても過言ではない。逆に米国政府か

らは、ガダーンは国家反逆罪で重要指名手配犯に指定 17 され、アウラキについては、司法

長官から国家安全保障法の規定で殺害許可が出されていた。18

　ロンドンでテロが起きた 2005 年頃には、世界の 40 組織ほどの過激派組織が 4500 以上

のウェブサイトとユーチューブを利用していたとされるが 19、これらによってアルカイダ
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をはじめとするイスラム過激派は世界中に名が知られるようになり、恐れられた。インター

ネットを通じて組織への加入希望者が次々に押しかけるようにもなった。彼らは洗脳され、

アルカイダは自爆要員にも事欠かなくなった。ただし、慎重なビン・ラディンほかのアル

カイダ幹部たちは、敵が組織に潜り込むことを極端に警戒して加入希望者には厳しいクリ

アランスを行い、希望者を簡単に組織に迎え入れることはしなかった。20

2　テロリストによるリクルート、過激化に関する先行研究例

　2010 年代に「イスラム国」（ISIL）が台頭すると、同組織はソーシャル・メディアの効

率性に目を付け、この技術を組織の宣伝に最大限利用しようとし、IT ほかの専門家を多数

招き入れるようになった 21。宣伝とは、すなわち、大量のメンバーをリクルートするため

のもので、上記のように、実際その効果は絶大であった。リクルート活動と表裏一体の作

業は要員の過激化である。無垢の一般人に接近して潜在意識を刺激し、個人の不満や社会

に対する怒りを増幅させ、徐々に過激化していく。テロリストによる過激化の過程につい

ては、欧米を中心に注目すべき研究例が多数あり、特に、過激化のプロセスとそのメカニ

ズムに焦点を当てた例として、①ミシェル・キング（Michael King　カナダ・マギル大学

心理学部博士課程）とドナルド・テイラー（Donald M. Taylor　同学教授）の共同研究に

よる “The Radicalization of Homegrown Jihadists: A Review of Theoretical Models and 
Social Psychological Evidence”22、②アンジャ・ニエルソン（Anja Dalgaard-Nielsen デ
ンマーク王立国防アカデミー戦略研究所所長 :The Director of the Institute for Strategy 
at Royal Danish Defence Academy) の “Violent Radicalization in Europe: What We 
Know and What We Do Not Know”23、③アン・アリー（Anne Aly 豪州カーティン大学

社会科学・国際関係学部所属）とジェイソン・レイ・ストリエガー（Jason-Leigh 
Striengher 豪州チャールズ・スタート大学政策・安全保障学部所属）の共同研究による

“Examining the Role of Religion in Radicalization to Violent Islamist Extremism”24、

④クラーク・マッコーリー（Clark McCauley）とソフィア・モスカレンコ（Sophia 
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て⮬発ⓗにテロを行った事がከかったことから、いかにしてࡈくᬑ通のⱝ⪅が㐣⃭し

たのか、そのプロセスを♫ᚰ⌮Ꮫⓗなアプローࢳからศᯒしているのである。 
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(2) 「Ḣ州にࡅ࠾るᭀຊⓗ㐣⃭にࡘいて㸸ᡃ々が▱っていること、▱らないこと」
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図表 2　思想の発展のプロセス
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Moskalenko 米国ブリンマー・カレッジ心理学部所属）の共同研究による“Mechanisms 
of Political Radicalization: Pathways Toward Terrorism”25 の 4 件の学術論文を挙げ、そ

れぞれの特徴点と本研究に通じる点などを述べてみたい。

(1) 「ホームグロウン・ジハーディストの過激化について：学理的モデルと社会心理学上の

証 拠 に よ る 論 評 」（“The Radicalization of Homegrown Jihadists: A Review of 
Theoretical Models and Social Psychological Evidence"）の検討

　当論文の筆者によれば、研究の主旨は西欧社会におけるいわゆるホームグロウン・ジハー

ディスト（テロリスト）の過激化について、様々な過激化のモデルケースの共通する点、

相違点を明らかにし、テロリズムの研究と社会心理学の分野から実体験に基づく何らかの

確証を導き出し、これを分析して理論体系化することであると述べている。

　本研究では、スペイン・マドリードの連続列車爆弾テロ（2004 年 3 月）、ロンドンの地

下鉄・バス同時爆弾テロ（2005 年 7 月）など、その国で生まれ育った若者たちが、生まれ

育った国を標的にして起こしたホームグロウン・テロに焦点を当てている。犯人は必ずし

もアルカイダと直接・間接の関係があったとは言えず、むしろアルカイダの思想に感化さ

れて自発的にテロを行った事例が多かったことから、いかにしてごく普通の若者が過激化

したのか、そのプロセスを社会心理学的なアプローチから分析しているのである。

　本論文の筆者は、米国連邦捜査局（FBI）が発行している法執行冊子（FBI Law 
Enforcement Bulletin Perspective, July 2003）26 を参考にして、過激化の過程を「初段階」、

「第二段階」、「第三段階」、「第四段階」に区分けしている（図表 2 参照）。

(2) 「欧州における暴力的過激化について：我々が知っていること、知らないこと」（“Violent
　Radicalization in Europe: What We Know and What We Do Not Know”）の検討

　デンマーク王立国防アカデミー戦略研究所長のニールセンは、西側の民主主義国に住む

一般市民がいつの間にか過激化し、同じ市民に対して意図的にテロ攻撃を仕掛け、あるい

はテロを支援するようになるが、それはいつの時点からか、なぜテロを行うようになるの

か、どのような手法で攻撃するのか、という疑問を投げかけている。

　欧州における過激化の主たる原因は、一概に教育程度の低さ、失業率の高さ、貧困など

の社会経済学上の要因と決めつけることはできず、何よりも若者のアイデンティティの喪

失感とその回復へのエネルギー、さらには、彼らの周囲にあるイスラムコミュニティの結

束力、信仰に基づく相互信頼度の高さが触媒作用を及ぼし、自然と若者を過激化の道へと

誘導していくと解釈するべきとしている。移民一世とは異なり、二世、三世はすっかり西

洋化しており、今さら親の母国にアイデンティティを求めることは不可能であり、各国政

府もこの問題に真剣に取り組まない限り、いつまで経ってもテロが消滅することはないと

警告している。

　ニールセンは、過激化した若者の家族に直接インタビューし、情報が得られれば新たな
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事実を掘り起こす可能性があり、欧州におけるイスラム過激派に触発された若者の過激化

という現象について理解力を高めることになると結んでいる。

　

(3) 「過激化に対する宗教の役割に関する調査」（“Examining the Role of Religion in 
Radicalization to Violent Islamist Extremism”）27 の検討

　本論文は、豪州カーティン大学に所属するアリーと、チャールス・スタウト大学に所属

するストリエガーの二人が共同で進めた過激化に関わる宗教の役割について研究した成果

物であり、その内容は、「ジェマー・イスラミア」（JI）にリクルートされた豪州人ジャック・

ロシュ（Jack Roche）28 の過激化に宗教がかかわったかどうかを調査したものである。両

研究者は、パースの刑務所で服役中のロシュと面談し、その会話を元に裁判の状況等につ

いて分析を加えている。

　ロシュは、イスラム過激派「ジェマー・イスラミア」（JI）の豪州支部に参加し、アフガ

ニスタンに渡航してアルカイダのオサマ・ビン・ラディンら最高幹部と会い、10 日間ほど

爆弾の扱い方などの軍事訓練を受けた。その後、ロシュは、キャンベラのイスラエル大使

館爆破計画を立てたが未遂に終わり、2002 年 11 月に逮捕された。ロシュは妻と離婚し、

アルコール依存症になっていたが、そんな時にインドネシア人のムスリムに声を掛けられ、

彼らに相談に乗ってもらっているうちに親しくなっていった。この段階は、「過激化の前段

階」（Pre-Radicalization Phase）ということになり、ロシュの過激化はここから始まる。

自分の周囲に新しいコミュニティが出現し、ロシュはイスラムへの信仰に目覚めていった。

この「過激化の前段階」では、数多くの刺激があり、個人の心理を過激化に誘導するよう

な働き掛けもあった。29 ここで、「アイデンティティの再生」が始まる。この過程は、個人

が抱えている私的あるいは政治的な危機を乗り越えさせ、宗教に心の支えを求めるように

 

 

 

ロシュが㞳፧したᮇにྠ人の達になったアブドゥル・ラ࣒ࣄ・アࣘブ㸦Abdur Rahim 

Ayub30㸧は、「ジェマー・イスラミア」㸦JI㸧のメンバーであり、ロシュがそのことに気

くのは後のことである。ᙜ、JI 豪州ᨭ㒊はまだ▱名ᗘがపく、豪ಖ安情ሗ機 㸦ɔASIO㸧

の┘どୗにもなかった。リクルートがᡂຌしたとࢇのケースは、ಶ人ⓗな人関ಀ

が前ᥦにあったためにᡂᑵして࠾り、その関ಀがそのまま㐣⃭ὴ組織ෆの⤖᮰に⧅がる

ことになる。FBI のモデル㸦図表 3 をཧ↷㸧でぢると、信௮のᩍ⩏をゎ㔘することは、

前ẁ㝵の㐣⃭に࠾いては㔜せなㄢ⛬である。ᨵ᐀を終したಶ人は、組織のຍධが

チされるが、その⪅の信௮にࡘいてᗘ᪂しいゎ㔘がされ、これを⤒た後に名実とも

に組織に㏄えられ、ṇᘧにイスラ࣒㐣⃭ὴのᵓᡂဨとなる。 

୍ᗘイスラ࣒にᨵ᐀したら、組織の指示にᚑ㡰にᚑい、すべてにㄔ実にᑐᛂする。こ

の後に「Ὑ⬻ẁ㝵」、「ジハードのẁ㝵」と㐍み、これが終すると❧ὴな㐣⃭ὴ組

織の戦士となる。もはࡸ後ᡠりはできない。ロシュの行動は常にかのメンバーから┘

どされていた。 

   「事前ẁ㝵」から「ジハードのẁ㝵」までの୍㐃のプロセスの中で常に㢦をฟしてく

るのは、᐀ᩍとᛮ性である。さらに、ᵝ々なඛ行◊✲で㐣⃭のཎᅉとして示されてき

た「信௮にᑐする༴機感」㸦イスラ࣒が西側にᨷᧁされている㸧、「ᕪู」、「♫のᜟみ・

‶」、「ㆶᚰ」、「㈋ᅔ」なは、㐣⃭のᚲせ᮲௳になるྍ⬟性はあるが、ᯝたして༑

ศ᮲௳たりᚓるかはな࠾問がṧる。ジࣕック・ロシュのをぢる㝈りでは、すべての㐣

⃭のケースに᐀ᩍ、ᛮ、そのの♫⤒῭Ꮫⓗせᅉが⤯ᑐⓗに⤡ࢇでいるとはゝいษ

れない。ただし、こういうせ⣲がᙉ調され、人のᖾをぢせࡅࡘてྠ⬊のྠ情ᚰを่

⃭し、㐣⃭させることは༑ศ⪃えられる。 

 

図表 3　過激化のプロセス
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仕向けることであり、その促進剤となるべきものが「アイデンティティの再生」である。

個人がかつて人生で経験した疎外感を思い起こさせ、親身になって対応してくれる過激派

組織と接近させることである。

　ロシュが離婚した時期に同人の友達になったアブドゥル・ラヒム・アユブ（Abdur 
Rahim Ayub30）は、「ジェマー・イスラミア」（JI）のメンバーであり、ロシュがそのこと

に気付くのは後のことである。当時、JI 豪州支部はまだ知名度が低く、豪保安情報機構

（ASIO）の監視下にもなかった。リクルートが成功したほとんどのケースは、個人的な友

人関係が前提にあったために成就しており、その関係がそのまま過激派組織内の結束に繋

がることになる。FBI のモデル（図表 3 を参照）で見ると、信仰の教義を再解釈することは、

前段階の過激化においては重要な課程である。改宗を終了した個人は、組織への加入が許

されるが、その者の信仰について再度新しい解釈が施され、これを経た後に名実ともに組

織に迎えられ、正式にイスラム過激派の構成員となる。

 

 

(4) 「ᨻ治ⓗ㐣⃭のメカニズ࣒㸸テロリズ࣒の㐨➽」 “Mechanisms of Political 

Radicalization: Pathways Toward Terrorism” 

 

＜図表㸲＞ テロリストのᭀຊ行Ⅽのレベルと㐣⃭のメカニズ࣒ 

 (Source: Terrorism & Political Violence, Routledge) 

㐣⃭のレベル メカニズ࣒ 

 

ಶ   人 

 

 

 

 

 

 

グループ 

 

 

 

 

 

 

 

   ⾗ 

1. ⮬ᕫ≛≅ 㸦Personal Victimization㸧 

2. ᨻ治ⓗな‶ 㸦Political Grievance㸧 

3. 㐣⃭グループにཧຍ̺りࡸすいᆏ㐨㸦༴㝤なඛ行き㸧 

㸦Joining a Radical Group-Slippery Slope㸧

4. 㐣⃭ὴグループにཧຍ̺ឡのຊ 

㸦Joining a Radical Group-the Power of Love㸧

5. ᚿをྠࡌくするグループෆで㐣⃭な᪉ྥに㌿ 

㸦Extremity Shift in like-minded groups㸧

6. Ꮩ⊂と恐ᛧの中で㐣⃭⩏に㥆ᰁࢇでいく 

㸦Extreme Cohesion under Isolation and Threat㸧

 ྜ➇ᨭᇶ盤とのࡌྠ .7

 㸦Competition for the same Base of Support㸧

8. 国ᐙᶒຊとの➇ྜ�จ⦰ 

㸦Competition with State Power-Condensation㸧 

9. 組織ෆで➇ྜ�組織ศ 

㸦Within-Group Competition-Fissioning㸧

10. ᰂ術ポリシー㸦ᰂ術の㥑ࡅᘬき、⪃え᪉㸧 

㸦Jujitsu Politics㸧

11. ᝏ 㸦Hate㸧 

12. ṥᩍ 㸦Martyrdom㸧 

 

ᙜㄽᩥの➹⪅マッコーリーとモスカレンコは、テロリストの㐣⃭のレベルを 12 ẁ㝵に

ศࡅ、この 12 のせ⣲をさらにಶ人レベル、グループ・レベル、マス⾗レベルにศ㢮㸦図

表 4 ཧ↷㸧 してᭀຊの㐨➽として㐣⃭のメカニズ࣒をゎ᫂しようとしている。 

ここまでぢてくると、ⱝ⪅の㐣⃭の᮲௳も♫情ໃのኚによってきくኚࢃってき

ていることがࢃかる。このඛ、移Ẹ♫がさらに世代代を⧞り㏉していࡅば、それだࡅ

でⱝ⪅の㐣⃭の᮲௳、及びそのኚᩘもきくኚしていくだࢁう。ᘬき⥆き注どしてい

くᚲせがあࢁう。 

 

Ϫ テロリストのリクルートと㐣⃭の㜵Ṇ⟇の᳨ウ 

図表 4　テロリストの暴力行為のレベルと過激化のメカニズム

(Source: Terrorism & Political Violence, Routledge)
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国際テロリストのリクルート活動と過激化に関する一考察

　一度イスラムに改宗したら、組織の指示に従順に従い、すべてに誠実に対応する。この

後に「洗脳段階」、「ジハード化の段階」へと進み、これが終了すると立派な過激派組織の

戦士となる。もはや後戻りはできない。ロシュの行動は常にほかのメンバーから監視され

ていた。

　「事前段階」から「ジハード化の段階」までの一連のプロセスの中で常に顔を出してくる

のは、宗教と思想性である。さらに、様々な先行研究で過激化の原因として示されてきた「信

仰に対する危機感」（イスラムが西側に攻撃されている）、「差別」、「社会への恨み・不満」、

「復讐心」、「貧困」などは、過激化の必要条件になる可能性はあるが、果たして十分条件た

り得るかはなお疑問が残る。ジャック・ロシュの例を見る限りでは、すべての過激化のケー

スに宗教、思想、その他の社会経済学的要因が絶対的に絡んでいるとは言い切れない。た

だし、こういう要素が強調され、他人の不幸を見せつけて同胞への同情心を刺激し、過激

化させることは十分考えられる。

　

(4) 「政治的過激化のメカニズム：テロリズムへの道筋」“Mechanisms of Political 
Radicalization: Pathways Toward Terrorism”

　当論文の筆者マッコーリーとモスカレンコは、テロリストの過激化のレベルを 12 段階

に分け、この 12 の要素をさらに個人レベル、グループ・レベル、マス大衆レベルに分類（図

表 4 参照） して暴力への道筋として過激化のメカニズムを解明しようとしている。

　ここまで見てくると、若者の過激化の条件も社会情勢の変化によって大きく変わってき

ていることがわかる。この先、移民社会がさらに世代交代を繰り返していけば、それだけ

で若者の過激化の条件、及びその変数も大きく変化していくだろう。引き続き注視してい

く必要があろう。

Ⅲ　テロリストのリクルートと過激化の防止策の検討

1　リクルート活動の劇的変化と「イスラム国」

　2010 年 12 月にチュニジアで始まった「ジャスミン革命」は瞬く間に中東の多くの地域

に拡大し、いくつかの政権が倒され、混乱の中に放り込まれたいわゆる独裁体質の国家が

次々に崩壊した。31「アラブの春」で市民に反政府デモや集会への参加を呼び掛けたのは、

スマートフォンで SNS を操る青年たちであったが、SNS が世界中で注目され始めたのは、

「アラブの春」がきっかけであった。32 武器を構えたミリシアでも反政府勢力でもない若者

たちの不満と変革を望むエネルギーが、SNS という強力な武器を手にして一気に爆発した

のであった。

　このころからテロリストによるリクルートの方法も劇的に変化した。シリアとイラクで

台頭していた当時「イラク・イスラム国」と自称していた現在の ISIL は、ツイッター、フェー

スブック、ユーチューブ、スカイプなどを縦横に操って組織の宣伝を始め、同時にメンバー
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のリクルート、資金調達活動にも SNS を活用し始めた。アルカイダが組織の防衛を優先

して、フェース・ツー・フェース（face-to-face: 一対一）の伝統的方式でメンバーのリクルー

トを行っていたのに比べ 33、ISIL は、SNS で世界中に情報を発信し、若者の関心を引い

てリクルートのきっかけを作り、実際多くの外国人戦士（Foreign Fighters）と女性ジハー

ディストを獲得してきた。ISIL は、不特定多数の人々に声を掛けるという点で組織防衛の

面ではリスクを冒していたが、逆に積極姿勢が功を奏し、ISIL はわずか 3 ～ 4 年の間に 2
万 5000 人を超える外国人戦士を獲得した（図表 1 参照）。ここでは、ISIL が成功を収め

た欧州でのリクルート活動の実態を突き詰めてみたい。

(1) オンラインによるテロリストのリクルート、過激化と宣伝活動

　現在、テロリストがリクルートしようと狙っているとされる対象の 10 代から 30 代のア

イフォン、スマートフォンの保有率は、我が国においても 10 代、20 代で 90％以上、30

 

 

＜図表 5＞ ジハーディストのリクルート活動の拠点 

(Source: INDEPENDENT STATISTA, Nov 18, 2016) 

 

テロリストは、押し寄せる IT 革命の波に乗り、インターネットの技術に便乗して彼らに

反西側感情を吹き込み、オンラインでメンバーのリクルートも着々と行ってきた。インタ

ーネットは、以前と比べればアクセスは非常に簡単になり、しかも匿名で利用できるとい

うテロリストには願ってもないツールとなっている。テロリストが最も恐れることは、テ

ロを実行する前に警察に事前に摘発・逮捕されてしまうことであり、これまでにも彼らの

テロ・マニュアルの中で、警察、治安機関の動静に注意するよう指示されてきた。35 

テロリストがインターネットを組織活動のために使い始めたのは 1990年代終盤36のこと

で、世界がコンピュータの「2000 年問題」37で揺れている頃であった。いち早くコンピュ

ータの利便性を享受したのはアルカイダであったが、その後、メンバーのリクルートに関

してはインターネットの使用は控え気味だったようである。頻繁に利用したのは資金調達

及び資金の移動、メンバー間の通信と組織の宣伝媒体としてであった。特に 1999 年までは、

国      名 都市・コミュニティ名 外国人戦士 

オ ラ ン ダ 
ハーグ(Hague) 9 

デルフト(Delft) 7 

英   国 
ロンドン(London) 38 

ポーツマス(Portsmouth) 8 

ベ ル ギー 

ヴィルウンドゥ(Vilvoorde) 11 

ブリュッセル(Brussel) 30 

アントワープ(Antwerp) 32 

モレンベーク(Molenbeek) 10 

フ ラ ン ス 

パリ(Paris) 10 

ニース(Nice) 13 

リュネル(Lunel) 12 

トゥールーズ(Toulouse) 13 

ド イ ツ 
ディンスラーケン(Dinslaken) 9 

フランクフルト(Frankfurt) 7 

ボスニア・ヘルツェゴビナ 
ゼニツァ(Zenica) 15 

サラエボ(Sarajevo) 11 

ス ペ イ ン セウタ(Ceuta) 18 

カ ナ ダ モントリオール(Montreal) 7 

豪  州 シドニー(Sydney) 7 

図表 5　ジハーディストのリクルート活動の拠点

(Source: INDEPENDENT STATISTA, Nov 18, 2016)
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国際テロリストのリクルート活動と過激化に関する一考察

代でも優に 88％を超えているとの調査結果がある 34。このように、世の中に広く普及して

いる文明の利器をテロリストが見逃すはずはないのであるが、逆にテロリストの動向を監

視している各国の治安・情報機関などは、テロリストによるオンライン上の諸活動の実態

解明に成功しつつある。テロリストは、急速に進歩し普及しているアイフォン、スマート

フォンのオンライン・ネットワークをフルに活用し、欧州のみならず、中東、アフリカ、

アジア、ロシアにも拠点を築いており、現地でテロを起こそうと虎視眈々と狙っている。

欧州では、イスラム社会からの移民を大量に抱え、彼らが大都市周辺に数々のコミュニティ

を作っていることから、テロリストの格好のリクルートの場としてこれまでに多くのホー

ムグロウン・テロリストを産んできた（図表 5 を参照）。

　テロリストは、押し寄せる IT 革命の波に乗り、インターネットの技術に便乗して彼ら

に反西側感情を吹き込み、オンラインでメンバーのリクルートも着々と行ってきた。イン

ターネットは、以前と比べればアクセスは非常に簡単になり、しかも匿名で利用できると

いうテロリストには願ってもないツールとなっている。テロリストが最も恐れることは、

テロを実行する前に警察に事前に摘発・逮捕されてしまうことであり、これまでにも彼ら

のテロ・マニュアルの中で、警察、治安機関の動静に注意するよう指示されてきた。35

　テロリストがインターネットを組織活動のために使い始めたのは 1990 年代終盤 36 のこ

とで、世界がコンピュータの「2000年問題」37 で揺れている頃であった。いち早くコンピュー

タの利便性を享受したのはアルカイダであったが、その後、メンバーのリクルートに関し

てはインターネットの使用は控え気味だったようである。頻繁に利用したのは資金調達及

び資金の移動、メンバー間の通信と組織の宣伝媒体としてであった。特に 1999 年までは、

アルカイダのジハード思想を普及するためにコンピュータは大活躍した。その少し前まで

は、テロの犯行声明を録画したビデオテープを、カタールに本部を置く親イスラムのメディ

ア「アル・ジャジーラ」にクーリエが密かに届け、これをアル・ジャジーラ TV が放映す

る形になっていた。アル・ジャジーラ側は、「アルカイダのクーリエを一度も見たことはな

いし、届けられた時間も分からない」と述べていた 38 が、第一次情報を独占したい同社が、

アルカイダに何らかの便宜を与えていたことは確かであろう。アルカイダの宣伝戦術は実

に巧みで、洗練されていた。例えば、宣伝に使う言語であるが、過去はすべてアラビア語

で表現されていたが、39 アルカイダが狙う「遠い敵」（米国や欧州）を攻撃するために、英

語圏のネイティブをリクルートすることを考えた。その一つの成果が、「アラビア半島のア

ルカイダ」（AQAP）が季節ごとに発行している英語ウェブ・マガジンの「インスパイア」

である。

　テロリストは、ある時期に彼らのインターネット通信や衛星携帯電話が敵にモニターさ

れていることに気づき、潜伏中のビン・ラディンは、それ以降、インターネットと携帯電

話を一切使用しなくなった。40 このエピソードは、ビン・ラディンの慎重な性格をよく表

している。オサマ・ビン・ラディンが 2001 年 12 月にアフガニスタンのトラボラを脱出し、

それ以降 2011 年 5 月にパキスタンのアボタバードで米海軍の特殊部隊に殺害されるまで

002 安部川氏.indd   19 2018/09/12   15:35:50



20

の 10 年間を逃げおおせたのも、彼の慎重さと洞察力の深さによるものではないだろうか。

　ここで話をオンラインによるリクルート活動の実態に戻すが、ISIL はなぜ短期間にあれ

ほどの外国人戦士をリクルートし、シリアとイラクに結集させることができたのであろう

か？その答えは、ISIL のプロパガンダに若者の心を惹きつける魅力があったからであろう。41

欧州などに暮らす移民家族の子供たちは、差別され、迫害され、自分の行き場所がどこか

わからない状態にまで追い込まれている。上記＜図表 5 ＞に掲げた貧民地区に暮らす欧州

の若者たちは、自分たちが輝ける機会が訪れるのを今か今かと首を長くして待っている。

ISIL のリクルーターたちは、かつては自分自身も移民の家族として同様の境遇に置かれて

いたものが少なくなく、鬱屈した若者たちの心情を理解しているため、彼らの心の隙間に

スッと入り込み、彼らが目を輝かせるような話をし、ユートピアへと誘い込む。ツイッター

の写真には、小ぎれいに衣服を着用し、新品の自動小銃を抱えた姿が写っており、時には

高級乗用車に乗って裕福な生活ぶりを見せつけたりする。中東の真の姿を知らない欧州の

若者たちが ISIL のリクルーターたちに虚像を見せられたらすぐに信じ込んでしまうだろ

う。若者たちに憧れの気持ちを抱かせたら、今度は執拗な勧誘攻勢を始める。42 初めのう

ちは少し興味を持っただけでも、相手にアカウントを教えたら最後、彼らの老練なテクニッ

クに絡めとられ、結局はシリアに向かうはめになる。トルコまで行けば、ISIL がすべて整

えてくれる。リクルーターの虚言を信じさせる効果は、何よりも ISIL がシリアとイラク

の広大な地域にイスラム教徒なら誰でも夢見る「カリフ国」を、曲がりなりにも実際に建

国したことである。アルカイダをはじめとして、ほとんどのイスラム過激派組織は、最終

目標として自分たちの国、カリフ国の建国をアジェンダに掲げている。しかし、アルカイ

ダでも達成できなかったカリフ国を ISIL は一瞬のうちに創ってしまったのであった。そ

こに、ISIL リーダーのアブ・バクル・アル・バグダディの才覚がある。カリフ国の建国を

世界に宣言すれば、世界中のムスリムが大挙押しかけるであろうことは計算済みだったの

である。大部分のイスラム学者、有識者たちは、テロ組織によるにわか作りのカリフ国家

を容認するわけはないが、世界に散在している虐げられたイスラム教徒たちは、自分たち

の国ができたと希望に燃えてトルコ国境を越えたのである。ここまではテロリストのリク

ルートの実際の過程である。彼らが敬虔なイスラム教徒に仕込まれ、自己犠牲の精神を抱

くまでになるのは、シリア入りしてから始まる洗脳教育と過激化のプログラムによってで

ある。ここまでくると、現状に幻滅して帰国を望むものもいるであろうが、その時は既に

遅いのである。敵と戦って戦死するか、自爆で自らを抹殺するか、どちらかを選択するこ

とになろう。

(2) フランスの女性ジャーナリストが ISIL の支持者を装ってリクルーターに接近した例 43

　ここで、ISIL の戦士による欧州人女性のリクルートについて実例を紹介してみたい。フ

ランス・パリで雑誌社のフリーランサーとして契約しているトゥールーズ出身の女性記者

アンナ（偽名）が、ある日何気なくインターネットを見ているうちに、同じフランス出身
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で「イスラム国」に参加している 35 歳のアブー・ビレル（実名）と名乗る男のジハード・

ビデオをユーチューブで見て興味を覚えた。アブー・ビレルは、シリアで実際に戦闘に参

加しているジハーディストである。わずかな言葉の訛りからビレルはアルジェリア系であ

ることが知れた。アンナはメロディというペンネームを使い、ネット上でビラルにコンタ

クトし、「イスラム国」のリクルートの手法を知ろうとして自ら火中に飛び込んでいったの

であった。

　アンナは、実年齢は 30 歳を超えているが、相手には 20 歳の「イスラム国」に興味があ

る女性と信じ込ませ、さらに、相手の気を引くために、「最近イスラムに改宗したばかり」

と嘘をついた。働いている出版社の後押しも受けて、ほぼ 1 か月にわたってインターネッ

トでビレルと連絡をとり、同人から「イスラム国」の情報を引き出そうとした。やがて 2
人の間の通信はスカイプに変わった。アンナは、映像で通信するスカイプでは真の姿を見

せられないため、体中を覆うブルカを着てコンピュータの前に座るようにした。

　このアンナの冒険で判明したことは以下の通りである。

①　ビレルはシリア・ラッカの周辺で活動している「イスラム国」の幹部メンバー。

②　通信方法は、ビレルの発案で、途中でメールからスカイプに切り変えられた。

③　 ビレルは、自分の敵はアサド軍とヌスラ戦線であり、そのほかにも不信心者はみな敵

だと語った。

④　ビレルの任務はリクルーターであること。

⑤　 ビレルはいつの間にかアンナに好意を持っていると言い出し、シリアに来て結婚しよ

うと執拗に迫った。

⑥　 その後もスカイプで通信するたびにシリアで結婚するから早く来るようにと言い続け

た。

　アンナは、ビレルが唐突に結婚を切り出し、執拗に迫ってくるため、とりあえず彼の言

うとおりにしてトルコまで行き、ぎりぎりまで取材を続けようとした。ビレルが最初に指

定したのはオランダのアムステルダムであり、そこで現地で活動する「イスラム国」の人

間に会い、一緒にトルコに行くという段取りだった。しかし、アンナは、メロディとの二

重生活に耐えられなくなり、結局彼女のなりすましとジハーディストの取材はここで終了

することになった。アブー・ビレルに関する取材内容は、2015 年 6 月に「IN THE SKIN 
OF A JIHADIST」というタイトルで出版されたが、その後証拠保全のために彼女が残し

ておいたスカイプのアカウントには夥しい量の脅迫文が届いた。アンナは身の危険を感じ、

身辺警護を厳重にし、電話番号の変更やアパートも転居して常に警戒を怠らなかった。　

　ジャーナリストによるテロリストの取材は、特に欧州全域にネットワークを持つ ISIL
だけに十分慎重に取り組まなければならない。44 アンナは、ビレルを袖にした後脅迫を受

けたものの、偽名を使い、スカイプの画像にも細心の注意を払っていたために、幸いにも
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それ以上の危険はなかった。

　ISIL は、2014 年ころから女性による警察組織である「アル・カンサ旅団」45 を創設し、

その要員を補充するために、欧州やロシアなどから白人女性をリクルートしてきた。2017
年 6 月に ISIL のイラク最大の拠点モスルが陥落した際、同組織にリクルートされた西洋

人女性たちが多数イラク軍に逮捕された。46 リクルートされ、シリア、イラクにやってき

た西洋人女性たちは、「アル・カンサ旅団」に配属された者以外は、学校の教師、介護士、

看護師などとして働いていた。しかし、女性ジハーディストたちの重要な役割は、将来の

戦士を産む出産要員であり、47ISIL の兵士と結婚して家庭を築くのも女性の任務である。

2　若者の自己過激化について

　テロリストは、ウェブサイトに過激な内容の写真、ビデオ、メッセージなどを掲載し、

これらを見た若者の心理を刺激し、テロ組織に属すことなく自ら進んでテロを起こすよう

誘導している。コンピュータと画像処理のソフトウェアさえあれば、高度な技術も資金も

必要とせず、遠くにいる敵に痛撃を与えることが可能となる。テロ組織にとっては、こう

した宣伝に感化された若者が先進国でテロを起こしてくれれば、自身は全く危険を冒すこ

となく、敵である西洋人を無差別に殺害し、敵の権益をも破壊することができる。オンラ

インの普及により、テロリストは、いかなる武器にも代えがたい有力なツールを手に入れ

たことになる。

　ここで筆者は、今日の事態を予測させる過去の事例として、2005 年に英国のロンドン西

部のアパートで逮捕されたサイバー・ジハーディスト、ユニス・ツーリ（当時 22 歳）48 に

よるオンライン・テロの脅威について、今日発生している数々のテロ事件との相似性など

も含めて論じてみたい。

　ユニス・ツーリは、アルカイダのウェブサイトやオンライン・マガジンを見て自己過激

化したとみられており、「イルハビ 007」（「イルハビ」とはアラビア語でテロリストの意味）

など複数の偽名を使い、過激派サイトの紹介、武器の作り方等をネットに流し、さらには、

同サイトにアクセスしたネットサーファーらにテロの実行を訴え続けた。英国の捜査当局

は、早くからユニスの危険性に気付いていたが、偽名を駆使して捜査の網を巧みに逃れる

ユニス本人をなかなか特定することができず、逮捕に至るまで時間を要した。49

　ユニス・ツーリはモロッコ出身の移民で、2001 年に英国に来てウェストミンスター・カ

レッジで情報技術とコンピュータ技術を学んだが、彼の日常生活は心地良いものではなく、

ほとんどの時間をコンピュータのネット・サーフィン、チャットに費やしていたといわれ

る。同人は、ウェブ・フォーラムでは非常に有名で、ウェブ仲間からは英雄扱いされるほ

どであった。アルカイダを始め、一切のテロ組織に所属することはなかったが、同人を信

奉する仲間と共同してネット上に「仮想テロ細胞」（virtual terrorist cell）50を構築し、チャッ

ト相手やウェブ仲間に呼び掛け、これに触発されて実際にテロに関わった者も少なくない

といわれる。
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　ユニス・ツーリのようなコンピュータ・マニアは、現代ではそう珍しくもないが、2000
年代初めのころは、全く素人の青年がコンピュータを使ってバーチャルなテロ細胞を構築

し、これに影響されて実際にテロを起こす者が出現したことは世間の注目を浴びた。この

状況に危機感を覚えた治安機関関係者は少なくなかったはずである。ちなみに、SNS の

フェースブックが世に出現したのは 2004 年のことであるが、その後十数年で急成長し、

若者にもテロリストにも重用され、今や世界の人口の 50％以上（37 億 7000 万人）が

SNS のユーザーといわれている。51

　テロリストにとっては、インターネット、SNS に情報を流すだけで自然にテロの同調者

が出現してくるという、願ってもない状況が続いており、テロや犯罪に悪用されるインター

ネットや SNS を規制する必要に迫られているが、国民の基本的人権との兼ね合いがネッ

クとなり、今後も治安機関の懊悩は続くものと考えられる。まさに、「イルハビ 007 事件」

発生当時の懸念が的中したとも言えよう。

3　テロリストのリクルート活動、過激化を防止するために

(1) 宗教を利用したリクルート、過激化への対応

　ここまでの研究で、現在世界で起きているテロの多くが「イスラム国」（ISIL）やアル

カイダなどのイスラム過激派によるものであることが判明し、罪もない一般の若者や学生

たちがテロリストに説得されて組織にリクルートされ、過激化する様を見てきた。イスラ

ム過激派が人をリクルートする際の手口として共通していることは、組織に引き込むに当

たっては必ずイスラム教徒であることを求め、他の宗教を信仰している者は必ずイスラム

に改宗させられるということである。誰もが信仰の自由という普遍の権利を有しているが、

宗教がテロに利用されている現実を見れば、信仰を規制するというのではなく、宗教の悪

用を防ぐ手立ては必要になるであろう。「アッラー・アクバル」（神は偉大なり）と叫びつ

つ爆弾を抱いて標的に突入する姿は、誰の目から見ても神への殉教とは思えない。実際、

イスラム学者や宗教家も、イスラム教徒の自殺は許されない 52 と説き、テロリストはイス

ラム教徒ではないというテロ組織への批判も、特に 9.11 テロの直後あたりから主張されて

きた。いくら高位の宗教家がテロへの批判を繰り返しても、テロは鎮静するどころか、さ

らに激しさを増しているように思える。その原因の一つに、9.11 テロで標的にされた米国

ほかの国際社会が、ファナティズムの熱に侵されてやや冷静さを失い、「暴力には暴力を」

という最悪の形でテロとの戦いを開始したことが挙げられる。国際社会に協力を呼び掛け

てアフガニスタン、イラク、シリアでの内戦に介入し、その結果、戦場となったイスラム

社会で多くの犠牲者が出た。その惨状がテロリストの宣伝媒体に乗せられ、西側への憎悪

となって今日のグローバル・テロへと繋がっている 53 ことは誰もが認めることであろう。

　2001 年以降、世界が近代兵器を使ってテロの撲滅に協力しても、テロは一向になくなら

ない。それぞれの国の政治・経済・外交の問題と戦争をリンクさせることなく、平和的な

手段でお互いの憎悪を解消していく方法を考えなければならない。
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　ここで考え得る非暴力のテロ対策とは、上述のように、テロリストによる宗教の悪用、

テロリストの大義となっている神への忠誠心の裏側にある信仰のレトリック、テロリスト

の詭弁を暴き、リクルートや過激化の対象になりやすい若者に啓蒙していくことが求めら

れる。今まで、テロを批判してきたイスラム関係者の役割は決して十分なものではなかっ

た。どう見ても遠慮がちで、非イスラム教徒から批判を受けるのを避けているようで、説

得力があったとは思えないのである。

　非イスラム教徒であっても、コーランやハディース 54 を読み込み、イスラム社会を理解

しなくては、この先も文明の衝突は繰り返されるであろう。これは、世界規模で進める最

重要の対策であるべきである。

(2) リクルート対象の若者を魔の手から守る

　テロリストが食指を伸ばしているのは、彼らの宣伝に心を動かされ、詭弁を弄した説得

術に容易に乗ってしまう純粋で正義感の強い若者たちである。彼らをテロリストの魔の手

から守るには、テロリストの意図的な欺瞞に満ちた論理の矛盾を官民一体となって突き、

彼ら自身が詭弁だと判断できる一種の教養・知力を身に着けさせることであろう。テロリ

ストは若者の弱点を巧みに突いてくる。したがって、若者のナイーブで傷つきやすい心を、

周りの大人が常にケアし、テロリストの行動を先回りして若者を守っていかなければなら

ない。その意味では、教育現場での目配り、安全な環境の整備は極めて重要になる。

　以上は若者がテロ組織に引き込まれないための予防策であるが、実際にテロリストの魔

の手が迫っている場合の対応も考えておく必要がある。テロリストが接近し、対象者との

会話を始めると、若者の様子に変化が見られるようになる。若者の過激化の過程では、そ

の対象になっている者は、親しい友人、家族、職場の同僚に対してもそれまでの良好な関

係を急変させ、態度や言動がよそよそしくなる。テロや暴力を支持するような発言を繰り

返し、武器や爆弾に関する過激な書籍類を持ち歩くようになるといわれる。55 さらに、当

然考えられる兆候として、過去には見られなかったような行動、例えば、過激なウェブサ

イトにアクセスし、テロ訓練で使用するような物品も自宅などに隠し持つようになるとも

いわれる。保護者や教員は、このような若者のわずかな変化も見逃すことがないよう、常

に彼らの身近にいて相談に乗るなどし、テロリストの接近を決して許してはならない。

　一方、行政や治安機関、関連企業等は、オンライン過激化の防止のために、ファイアー

ウォールを使って危険なサイト、不法サイトのフィルタリングを行い、これらサイトへの

アクセスをブロックする 56 よう努めることは勿論のことである。

(3) テロリストのオンライン過激化の阻止に向けて

　これまで研究してきたテロリストによるオンライン過激化、リクルートの手口を整理す

ると、ISIL に代表されるテロ組織は、リクルートを始めるに当たり、まず、① SNS を使っ

てウェブ上に餌を撒き、可能性のある標的を探し出す作業に取り掛かる。② ISIL に興味
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を持って接近してくるような者がいれば、さっそく担当者がコンタクトを開始し、対象の

気をそらさないようチャットやメールで頻繁に連絡をとる。③オンラインでの接触回数が

増えるにつれ、ISIL のメンバーが複数になり、対象を取り囲むようにしてジハード意識を

吹き込んでいく。④次に、対象が属しているコミュニティからの切り離しが始まり、家族、

友人、地元の宗教コミュニティ（イスラムも含む）との関わりを遮断させようとする。⑤

対象の会話の相手、行動の範囲を ISIL が関係する固有のグループのみに限定させる。さ

らに、PC や SNS による通信に、テレグラムなどの暗号ソフトを使って会話を秘匿化する。

⑥ここからいよいよ対象の取り込みが始まり、リクルート担当者が攻撃対象を教え込むよ

うになる。テロ攻撃の必要性を執拗に説き、実際に居住する国でテロを起こすよう説得す

る。57

　以上がテロリストのオンライン過激化、リクルートの典型的な手口であるが、この一連

の流れの中に、捜査側がテロリストの活動を阻止するためのヒントがいくつか見えてくる。

すなわち、テロリストのオンラインの活用実態をあぶりだし、これに制限を加える可能性

が出てくる。また、主要メディアに対しても、治安機関と共同で果たすべき役割が明確に

なるだろう。通信が暗号化されていない段階でオンライン・リクルートの始動を見極め、

危険な有害・過激サイトに何らかの対処策を講じることも可能である。多くの場合、リク

ルートの対象者はメディアを通じて初めて ISIL の本質を知ることになるが、この段階に

なるとテロリストも組織の秘密を話してしまっているため、対象者はもはや引き返せない

状況に追い込まれている。

　他方、法執行機関や情報機関は、既にこの流れを十分に研究しているため、オンライン

過激化、リクルートの兆候が見えた段階が捜査の初段階となる。リクルーターによる対象

へのコンタクトの頻度が増えれば、捜査機関もテロリストの作業の進み具合が判断できる。

捜査機関は、オンライン過激化、リクルートで使われる SNS の通信を逆手に取り、様々

な捜査端緒の発見に努めている 58 のである。

Ⅳ　結論

　アルカイダの体力が弱まったといっても、ISIL がモスルやラッカで敗退しても、テロリ

ストは攻撃を止めようとはしない。テロリストの何かを封じ込めれば、彼らは必ず何か新

しい手を考えてくる。1980 年代に出現した実行犯もろとも吹き飛ばす自爆テロは、一瞬に

してあまりに多くの犠牲者を出したために、その衝撃度は極めて大きなものであった。そ

して、あの 9.11 同時多発テロが起きた瞬間は、まさに世界中が驚嘆と悲嘆に暮れた。

　前項で指摘した通り、テロリストは戦争には敗れても、組織の生き残りのためになおも

新しいメンバーを求めて若者を過激化し、リクルートしている。近年、その手法にも大き

な変化が見られ、これらの活動は、主にコンピュータやスマートフォンを使用したオンラ

イン上で行われている。テロリストの活動を封じ込め、テロが起きないようにするにはど

002 安部川氏.indd   25 2018/09/12   15:35:50



26

うしたら良いのか、世界中が同じ疑問に答えようと知恵を絞っているが、いつまで経って

も妙案は浮かんでこない。ひとつ言えることは、9.11 テロ以降、西側諸国が結束して力に

よるテロリストせん滅の方法を選択してきたが、テロとの戦いが始まってから 16 年以上

が経過した現在でも、戦闘、爆撃による死傷者が増えただけで状況は決して好転していな

い。むしろ、イスラム過激派が喧伝し、人々の心の中に根付いてしまっている西側への憎

悪は増幅する一方である。

　筆者は、本論の中で、主に欧州におけるテロリストによる若者の過激化とリクルートの

実態についていくつかの先行研究を精読し、その上で無垢の若者を洗脳して組織に引き入

れていくテロリストの手口と、これらを防止する方策について考えてきた。ここでおぼろ

げながら見えてきた結論は、テロは力で押さえつけようとしても、決して成功はしないと

いうことである。かえって泥沼化しているのが実情である。それならば、テロとの戦いで

実戦に参加している米国とそれに与する有志連合諸国もこのあたりで武器を置き、より平

和的な手段で様々にテロ対策の道筋を模索してみるべきではなかろうか。

　本論では、テロリストが悪用（曲解？）しているイスラムという宗教について正しい信

仰の在り方を考え、さらに、テロリストの行動を冷静に捉えて法執行機関の捜査に貢献で

きそうな方途も考えてみた。今後、より現実的なテロ封じ込め策も考え、少しでも世の中

の安全のために貢献していきたいと考えている。
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